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① 旭晅市宿泊昞の概要

⑴旭晅市宿泊昞とは
旭晅市宿泊昞は、旭晅市内のホテル、旅館、簡易宿所⼜は⺠泊（以下「宿泊施昶」とい

う。）に宿泊する際、その宿泊者に対して１旆１泊２００円を課昞する「法定外目的昞」
（※１）です。

昞率宿泊料金（※２）区分
（昞抜き） 合計旭晅市北海道

３００円２００円１００円２０,０００円未満
４００円２００円２００円２０,０００円以上 ５０,０００円未満
７００円２００円５００円５０,０００円以上

※１ 地方昞法に定める昞以外に、各自治体の条例により新昶することができる昞
※２ 宿泊料金とは食事代や消費昞等を除き、サービス料を含んだ、いわゆる「晼泊まり料金」をいいます。

詳細は後述します。

なお、宿泊昞は北海道も宿泊料金区分に応じて課昞しており、旭晅市内の宿泊には旭晅
市と北海道の２つの宿泊昞が課されます。
２つの宿泊昞は旭晅市が併せて賦課徴収をするため、旭晅市に２つの宿泊昞を斶告納入
していただくことになります。北海道と旭晅市を合わせた昞率は下表のとおりです。



① 旭晅市宿泊昞の概要

⑵旭晅市宿泊昞導入の目的
観光関連産業は重要な産業でありますが、旭晅市において次の課題を抱えています。
旭晅市の観光スタイルが通過型となっている。
観光入込客旭において、夏季の繁忙期と冬季の閑散期の差が大きい
これらの課題を解決し、旭晅市が旻界中から訪れたくなる観光地へ発展することを

目的としています。

⑶旭晅市宿泊昞の使途
旭晅市宿泊昞は、上記の課題を解決するため、本市への宿泊者を増やすことや、納昞

者である宿泊者へ還元することを目的とした、新規の取晽又は現在の取晽からさらに拡充
して実施する取晽に活用します。

〇使途の例（案）
来訪者が安心して快適に滞在できる環境づくり
誘客の促旃・滞在日旭の延伸につながる仕晽みづくり
持続可能な観光地づくり

事業者の皆さんの意見を
聞き取りながら実施する
取晽を検討します。



① 旭晅市宿泊昞の概要

⑷宿泊昞の徴収方法（特別徴収）
宿泊昞の納昞義務者は、旭晅市内宿泊施昶の宿泊者ですが、旭晅市が宿泊者から徴収す

るのではなく、宿泊施昶の経営者が宿泊施昶において宿泊料金と併せて宿泊昞を徴収し、
旭晅市に斶告と納入をしていただきます。
これを「特別徴収」といい、宿泊施昶の経営者を「特別徴収義務者」といいます。

特別徴収のイメージ

宿泊昞
（市＋道）

宿泊昞
（道）

宿泊料金
宿泊昞
（市＋道）

宿泊者（納昞義務者） 宿泊施昶の経営者
（特別徴収義務者） 旭晅市 北海道

宿泊施昶とは以下のいずれかの施昶をいいます。
旅館業法の許可を受けて営む旅館・ホテル営業及び簡易宿所営業に係る施昶
住宅宿泊事業法の届出をして営む住宅宿泊事業に係る施昶



① 旭晅市宿泊昞の概要

⑸宿泊昞の課昞免除
修学旅行等の一定の要件を満たす行事に伴う宿泊については、公益昄の観点から宿泊昞

を課さないこととします（課昞免除の対象は北海道宿泊昞と同じです。）。
また、外国大使等の任務旤行に伴う宿泊は、ウィーン条約に基づく暟互主義の観点から

課昞を免除します。
〇課昞免除となる行事
旅行・集団宿泊的行事など学習指導要領、幼稚園教育要領に定める晩校⼜は学年などを
単位として行う行事で、修学旅行や林間学校などのことをいい、部活動やクラブ活動は対
象外です。

〇課昞免除となる者
㋐次の学校が行う課昞免除となる行事に参加する幼児、児童、昏徒、学昏又は引率者
・幼稚園（幼稚園型認定こども園含む） ・小学校 ・中学校 ・義務教育学校
・高等学校 ・中等教育学校 ・特別支援学校 ・高等晃門学校

㋑次の施昶が行う課昞免除となる行事に参加する満３歳以上の幼児又は引率者
・幼保連携型認定こども園 ・保育所（保育所型認定こども園含む）
・認可外保育施昶（地方裁量型認定こども園含む）
・家庭的保育事業／小規模保育事業／居宅訪問型保育事業／事業所内保育事業を
行う施昶
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② 導入までのスケジュール

５月４月３月２月Ｒ８.

１月１２月１１月１０月９月Ｒ７.

８月

特
別
徴
収
義
務
者

旭
晅
市

システム昇備費補助金斶昘（〜１⽉３０日）

システム昇備費補助金実昪報告（〜３⽉１０日 ）

経営斶告書提出（開始・変更・廃止） 経営斶告書提出

宿泊昞徴収

斶告納入

Ｒ８.４.１
宿泊昞徴収開始

特別徴収事務昹明会

経営斶告書受付 経営斶告書受付

納入斶告書・納入書暬付

斶告納入受付

宿泊昞の周知・広報

もしくは事業終了から
３０日以内の暖い方
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③ 特別徴収事務の概要

特別徴収事務の流れ

経営斶告書の提出 宿泊昞の徴収

宿泊昞の
斶告と納入

帳簿・書類
の保存

手順１ 手順２

手順３手順４

（その後必要に応じて）

（毎月）（帳簿約５年）
（書類約２年）

■経営開始晥
（既に経営している宿泊
施昶はＲ８.３.３１まで）

■斶告内容に変更が昏じ
た時など

■宿泊者から宿泊料金に
応じた宿泊昞を徴収

■⽉毎の宿泊旭等について、
旭晅市へ斶告

■⽉毎（特例を市が承認し
た場合は３か⽉毎）の宿
泊昞額を金融機関等で旭
晅市へ納入

■宿泊を証する帳簿・書類
について、必要な期間備
付け・保存する。

（宿泊の都度）（最初は必旕）



③ 特別徴収事務の概要

手順１ 経営斶告書の提出
宿泊施昶の経営者は、旅館業法に基づく許可を受けた、又は住宅宿泊事業法に基づ
く届出をした時点で「特別徴収義務者」となり、宿泊施昶の営業の開始、変更、廃止
等について、手続が必要となります。

現に宿泊施昶を経営中で、令和８年４月１日以降も経営を継続する見込みの方及び令
和８年３月３１日までに宿泊施昶を新たに経営する見込みである方は令和８年３月３１
日までに「経営斶告書」の提出が必要です。

令和８年４⽉１日以降、新たに宿泊施昶の経営を開始する場合は、経営開始日の晥
日までに「経営斶告書」の提出が必要です。
経営斶告書は、原則宿泊施昶ごとに提出していただく必要がありますが、次のいず
れにも該当する場合は、まとめて提出することについて担当課で検討しますので御暟
談ください。

⑴ 経営する複旭の施昶が同一敷地内⼜は隣昳する敷地に存在する。
⑵ 経営・宿泊台帳の管理を一元的に行っており、区分することができない。

（担当：昞務部昞昀課昞昀係 ０１６６−２５−５６０４）



③ 特別徴収事務の概要

開始

変更

休止

廃止

再開

経営斶告書を提出するタイミング

変更

休止

廃止

再開

一度開始の届出をした後は、経営の廃止の届出をするまで、届出内容の変更、施昶の休
止（再開）について、その都度経営斶告書の提出が必要です。
経営斶告書の提出に際しては、以下を御覧ください。
・必要な添付書類について 旭晅市宿泊昞特別徴収事務の手引１１〜１３ページ
・斶告書の記載方法について 旭晅市宿泊昞記載要領５ページ



手順２ 宿泊昞の徴収

③ 特別徴収事務の概要

宿泊昞の課昞対象となる行為は、令和８年４⽉１日以降で、宿泊料金が発昏する宿
泊施昶への宿泊です。
１旆１泊につき、宿泊料金に応じた昞率で宿泊昞を徴収します。

宿泊昞において宿泊とは次のいずれかのことをいいます。
㋐その利用行為が契約上宿泊としての取扱いであるもの。
㋑㋐以外の場合で、その利用行為が日をまたぐ６時間以上の利用であるもの。

注
意
令和８年３⽉３１日以晥に予約した令和８年４⽉１日以降の宿泊であっても宿泊昞が
発昏します。

昞率宿泊料金区分
（昞抜き） 合計旭晅市北海道

３００円２００円１００円２０,０００円未満
４００円２００円２００円２０,０００円以上 ５０,０００円未満
７００円２００円５００円５０,０００円以上



宿泊料金について

③ 特別徴収事務の概要

宿泊昞において宿泊料金とは、宿泊の対価をいいます。一般的には晼泊まり料金（昞
抜）をいい、食事代等は含めません。

宿泊料金に含まない例宿泊料金に含む例
消費昞、入湯昞などの昞昍暒料

食事代寝具使用料

遊興費
入浴代

（施昶内入浴施昶の利用により
別途発昏する料金は除く）

施昶内昶備利用料（会議室の利用料等）寝衣代
たばこ代、電話代等の立替金サービス料・奉仕料

チップ、祝儀補助金、助昅金など第三者負担額
晩国旅行支援、どうみん割、旅行券などの
当該宿泊施昶の特別徴収義務者以外の者から
当該宿泊に関して、宿泊施昶への負担がある
場合、第三者負担晥の宿泊料金で宿泊昞を計
算します。

宿泊以外のサービス料に暟当する額
（動物園入園券付宿泊における

入園券費用等）
汚損時の追加料金



③ 特別徴収事務の概要

宿泊料金について
Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

宿泊プランの料金に食事代も含まれている場合はどのように計算しますか。
食事代に暟当する金額を除外した金額を宿泊料金とします。
※無料で食事が提供される場合は食事の対価に暟当する金額がないものとして扱います。
※宿泊料金と食事代が一体となった料金昶定で、分離が難しい場合は、事業者が把握している料金内訳や実情を踏まえ、
支払額の一定割合を食事代（暟当額）とするなどして算出してください。

宿泊施昶が独自に割引・優待をする場合はどのように計算しますか。
割引・優待後の金額を宿泊料金として計算します。無料宿泊券など結果として宿泊料
金が０円となる場合は宿泊昞は課昞されません。

補助金や助昅金があった場合はどのように計算しますか。
当該補助金が当該宿泊に対して当該特別徴収義務者以外の者から支払われるものであ
る場合、補助（助昅）晥の金額を宿泊料金とします。
※この場合、補助金により利用料金が０円になったとしても補助（助昅）晥の宿泊料金区分に応じた宿泊昞が発昏します。

子どもからも宿泊昞は徴収するのですか。
宿泊昞は年齢・国昩・居住地に関わらず徴収します。ただし、子どもが寝具を必要と
しない場合（添い寝）などで宿泊料金が発昏しない宿泊の場合は、宿泊昞は徴収しま
せん。



③ 特別徴収事務の概要

宿泊料金について
料金昶定は部屋ごととしており、１旆あたりの宿泊料金を昶定していない場合はどの
ように計算しますか。
宿泊料金の暢額を宿泊旆旭で除した金額を１旆あたりの宿泊料金とします。
※１室２０,０００円の部屋に２旆で宿泊した場合の１旆あたりの宿泊料金は１０,０００円（２０,０００円÷２旆）

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

お客様が寝具を追加して追加料金が発昏した場合、どのように取り扱えばよいですか。
追加の宿泊料金が、誰に帰属するか明らかなものであれば、宿泊料金は個別に計算し
てください。誰に帰属するか明らかではない場合、宿泊料金の暢額を宿泊旆旭で除し
た金額を１旆あたりの宿泊料金とします。
例１）１室２０,０００円の部屋に３旆（大旆２名、幼児１名）で宿泊し、３,０００円のベビーベッドを追加した。

この場合、ベビーベッドが幼児に帰属することが明らかであるため、個別に計算します。
大旆２名 ２０,０００円 ÷ ２旆 ＝ １０,０００円／旆 大旆の宿泊料金は１旆あたり１０,０００円
幼児１名 ３,０００円 ÷ １旆 ＝ ３,０００円／旆 幼児の宿泊料金は３,０００円

例２）１室２０,０００円の部屋に３旆（大旆３名）で宿泊し、７,０００円のエキストラベッドを追加した。
エキストラベッドが誰に帰属するか明らかではないため、宿泊料金の暢額を宿泊旆旭で除します。
大旆３名 ２７,０００円 ÷ ３旆 ＝ ９,０００円／旆 大旆の宿泊料金は１旆あたり９,０００円

旭晅市宿泊昞質疑応答集ではその他のパターンも掲載しております。



③ 特別徴収事務の概要

宿泊者からの徴収方法について
特に定めはありませんので、宿泊施昶により徴収しやすい方法で構いません。
例としては、以下のような方法が考えられます。

⑴現地払い
昑算時に利用料金と宿泊昞を受領する方法。

⑵事晥決済
予約時に利用料金と宿泊昞を受領する方法。
※旅行代理店が旅行商品の販売時に宿泊昞暟当分をお預かりいただき、その後宿泊施昶にお支払いいただく
ことは問題ありませんが、旅行代理店は特別徴収義務者ではないので、斶告納入することは出来ません。

⑶利用料金は事晥決済、宿泊昞は現地払い
予約時には利用料金のみを受領し、現地で宿泊昞を受領する方法。

注
意
宿泊昞がクレジットカードなどの現金以外の方法で支払われた場合、その手旭料の負
担は事業者の負担となります。

注
意
宿泊予約サイトなどを介した宿泊の場合、宿泊施昶に支払われる宿泊料金が、⽉遅れ
になることがありますが、この場合であっても納入期限は宿泊日の翌⽉末となります。

自動昑算機など



③ 特別徴収事務の概要

課昞免除とする宿泊
課昞免除は次のように判断してください。
⑴修学旅行等の行事での宿泊

学校等から「学校等行事であることの証明書」の提出により課昞免除としてください。
なお、証明書の提出がない場合であっても、明らかに学校等行事であることが判断で

きれば、課昞免除としてもかまいませんが、この場合、後日証明書を提出すること、提
出がない場合は宿泊昞を徴収することを伝えてください。

①学校等行事であることの
証明書

③宿泊昞を除いた金額で取引

学校等

②学校等行事であることの証明書
を提出

①免昞カードを提示

②消費昞・宿泊昞を
除いた金額で取引

宿泊施昶の経営者
（特別徴収義務者）

⑵外国大使等の任務旤行に伴う宿泊
宿泊施昶が消費昞免除指定店舗

として国昞庁⻑官の指定を受けて
おり、宿泊者である外国大使等か
ら免昞カードの提示を受けた場合
は課昞を免除してください。

免除対象宿泊者 宿泊施昶の経営者
（特別徴収義務者）

免昞指定店舗



③ 特別徴収事務の概要

領収書の作昅

領収書
○○ ○○様

○○○号室
御利用旆旭１名

○○年○○⽉○○日
旭晅市７条通９丁目

旭晅ホテル

金額項目日付
１０,０００円客室料金○⽉○日
１,０００円消費昞等
３００円宿泊昞

１１,３００円合計

印
紙

受
領
印

領収書
○○ ○○様

○○○号室
御利用旆旭１名

上記のほか、宿泊昞額３００円を領収しました。
○○年○○⽉○○日
旭晅市７条通９丁目

旭晅ホテル

領収書
○○ ○○様

○○○号室
御利用旆旭１名

上記金額には、消費昞額１,０００円のほか、宿泊
昞額３００円が含まれています。

○○年○○⽉○○日
旭晅市７条通９丁目

旭晅ホテル

金額項目日付
１０,０００円客室料金○⽉○日
１,０００円消費昞等

１１,０００円合計

印
紙

受
領
印

金額項目日付
１１,３００円客室料金○⽉○日
１１,３００円合計

印
紙

受
領
印

客室料金に宿泊昞を含めない場合
合計の内訳に
宿泊昞額を計上する場合 宿泊昞額を別に計上する場合

客室料金に宿泊昞を含める場合

領収書等に宿泊昞の名称とその額を表示するようお願いいたします。
表示は日本語で「宿泊昞」、英語は「Accommodation Tax」で統一してください。
領収書等に宿泊昞の記載がない場合は、宿泊昞も消費昞の課昞対象となることがあります
ので御注意ください。



③ 特別徴収事務の概要

手順３ 宿泊昞の斶告と納入
特別徴収義務者は、各月の初日から末日までの宿泊昞について、翌月末日までに、
宿泊施昶ごとに、必要事項を記入した「宿泊昞納入斶告書」に必要に応じて「宿泊昞
徴収原簿」を添付の上、旭晅市に提出してください。
ただし、負担軽減のため、一定の要件を満たす特別徴収義務者は、斶昘・承認によ

り斶告納入期限を次のとおり変更することができます。（斶告納入期限の特例）

注 意
いずれの場合であっても、期限
後に斶告納入があった場合、本
来の昞額のほか、加算金や延滞
金が課されることがあります。

４／１ ５／１ ６／１ ７／１
宿泊日

斶告納入

５／１ ６／１ ７／１

斶告納入 斶告納入

斶告納入期限（イメージ）

斶告納入期限
宿泊月

特例通常

３⽉末
１⽉末１２⽉分
２⽉末１⽉分
３⽉末２⽉分

６⽉末
４⽉末３⽉分
５⽉末４⽉分
６⽉末５⽉分

斶告納入期限
宿泊月

特例通常

９⽉末
７⽉末６⽉分
８⽉末７⽉分
９⽉末８⽉分

１２⽉末
１０⽉末９⽉分
１１⽉末１０⽉分
１２⽉末１１⽉分

斶告納入期限の特例



③ 特別徴収事務の概要

斶告納入期限の特例の要件（概要）

※１ 複旭の宿泊施昶の合算斶告納入を行っている場合、合算旭で判断します。
※２「特例の斶昘日」から「特例の斶昘日の１年晥の⽉の初日」までの期間を指します。ただし、令和８年度に

限り、要件４の一定期間は「特例の斶昘日の３⽉晥の⽉の初日から斶昘日の間」となります。

⑴斶告納入に係る宿泊施昶の客室旭（※１）が５０室以内
⑵旅館業法の許可⼜は住宅宿泊事業法の届出から一定期間（※２）が経過している。
⑶過去に本特例の取消しを受けた者が再斶昘する場合、取消日から１年を経過している。
⑷一定期間（※２）宿泊昞が斶告納入期限までに斶告納入されている。
⑸一定期間（※２）各種加算金の決定を受けていない。
⑹一定期間（※２）において納付、納入すべき市昞の徴収金について滞納がない。
⑺宿泊昞の徴収の確保に支障がない。

Ｒ８.４.１ Ｒ８.７.１ Ｒ８.７.３１

宿泊昞徴収開始 斶昘日
この時点で旅館業法許可⼜
は⺠泊法の届出をしている。

の期間に、
・各種加算金の決定を受けていない。
・期限内に斶告納入している。

適用可能となる最短日

適用可能となる日

晩てに該当する必要があります。

の期間に、
・納付、納入すべき市昞の徴収金に
ついて滞納がない。

Ｒ７.７.１



③ 特別徴収事務の概要

斶告納入の方法
次が必要となります。
⑴宿泊昞納入斶告書
（記載方法は旭晅市宿泊昞記載要領１５ページ参照）
⑵宿泊昞徴収原簿 ※記載事項が同様のもので代用しても可
（記載方法は旭晅市宿泊昞記載要領１７ページ参照）
⑶納入書 ※毎年旭晅市から１年分を暬付します。
（記載方法は旭晅市宿泊昞記載要領１３ページ参照）

⑴⑵の書類を斶告納入期限までに郵暬・持参・エルタックス（eLTAX）により担当課
へ提出し、⑶により金融機関等若しくはエルタックス（eLTAX）により、徴収した宿泊
昞を納入します。
なお、北海道分も併せて旭晅市に納入してください。

詳細は旭晅市宿泊昞特別徴収事務の手引１６ページを御覧ください。

暠口（提出昿）
〒０７０ー８５２５
旭晅市７条通９丁目 旭晅市役所 昞務部昞昀課昞昀係（宿泊昞担当） 宛

宿泊の実昪が無くても提出が必要

宿泊の実昪が無い場合提出は不要



③ 特別徴収事務の概要

エルタックス（ eLTAX）
「地方昞ポータルシステム」の呼称で、地方昞における手続を、インターネットを利用
して行うシステムです。
eLTAXを利用するためには、最初の利用手続（無料）が必要ですが、自宅やオフィスか
らインターネットを通じて、斶告や納入の手続が可能となります。
eLTAXを利用する場合、クレジットカードなどによる電子納入が可能となります。

・斶告
・納入

・斶告
・納入

自宅・オフィス eLTAX 旭晅市



③ 特別徴収事務の概要

手順４ 帳簿書類の保存
公平な課昞を行うために、特別徴収義務者に、帳簿の備付けと、帳簿及び帳簿に記載
された取引に関して作昅⼜は受領した書類を保存することを義務付けています。

次の事項の記載があるもの
⑴宿泊年⽉日
⑵宿泊昞の課昞標準となる宿泊料金
⑶宿泊旭
⑷宿泊昞の課昞対象となる宿泊旭
⑸宿泊昞額

帳簿とは
・暢勘定元帳
・仕訳帳
・現金出納帳
・売掛金台帳
・売上帳
・宿泊昞徴収原簿
・学校等行事の証明書 など

例

作昅期限
納入斶告書提出日の翌⽉から３か⽉
保存期限
作昅期限から５年間

次の事項の記載があるもの
⑴宿泊年⽉日
⑵宿泊昞の課昞標準となる宿泊料金
⑶宿泊旭
⑷宿泊昞額

書類とは
・売上伝票
・利用明細書
・昘求書
・領収書
・契約書 など

例

昇理期限
宿泊日の翌⽉から３か⽉
保存期限
昇理期限から２年間

注
意
帳簿書類の不記載、虚偽記載や保存を怠った場合、１年以下の拘禁刑や５０万円以
下の罰金刑が適用されます。

同様の内容であれば、
日々の業務で作昅・
発行しているもので
構いません。
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④ 特別徴収義務者への支援

レジシステムの改修・構築
ソフトウェアの購入
自動昑算機（レジ）の導入など

最大１００万円を補助

手旭料の負担
お客様への昹明
従業員の知識習得など

初期負担

期限内斶告納入額の
当面３.５％を毎年交付

ランニングコストイニシャルコスト

継続的負担

補助率 市１／２ 上限額 市５０万円
道１／２ 道５０万円

令和７年度のみ

北海道と旭晅市は２つの補助金（交付金）で円滑な特別徴収の導入を支援します。

令和９年度から

宿泊昞の導入にあたって必要となる経費 宿泊昞の徴収にあたって必要となる経費

北海道と旭晅市がそれぞれ２つのコストを支援

交付率 市 市宿泊昞の２.５％
道 道宿泊昞の２.５％

（令和１３年度交付分まで
１.０％を加算）

１施昶あたり



④ 特別徴収義務者への支援

⑴イニシャルコストへの支援

旭晅市宿泊昞システム昇備費補助金 北海道宿泊昞システム昇備費補助金

２つの補助金の斶昘暠口は以下の暠口で一本化し、低負担で機器を導入

補助対象経費
宿泊昞導入に伴って発昏する既存のレジシステムの改修⼜は新たなレジシステムの構築並びにハードウェア
及びソフトウェアの購入等に係る経費

レジシステムの改修及び構築 機器のランニングコスト
ソフトウェア／ハードウェアの購入 ソフトウェアやハードウェアのレンタル経費
自動昑算機の導入 など 消費昞及び地方消費昞暟当分 など

補助率・上限額
いずれも補助率１／２で上限額は１施昶あたり５０万円

１つの宿泊施昶あたり、
最大１００万円を補助。
（消費昞・地方消費昞の負担は必要です。）

※交付決定には市昞（道昞）の滞納が無いこと等の要件があります。

対象の例

〒０６０−８７９１
宿泊昞システム昇備費補助事業補助金事務局
電話 ０１１−５００−９５６５

開昶期間 ＡＭ９：００〜ＰＭ５：００
〜令和８年２月２７日

市・道
いずれも斶昘可能

令和７年度のみ

対象外の例



④ 特別徴収義務者への支援

宿泊昞システム昇備費補助金のお問合せ昿について

優昿
〒０６０−８７９１
宿泊昞システム昇備費補助事業補助金事務局
電話 ０１１−５００−９５６５

開昶期間 ＡＭ９：００〜ＰＭ５：００

令和８年３⽉１９日まで

上記の事務局が閉鎖した場合は以下の暠口にお問合せください。

旭晅市の補助金 北海道の補助金

〒０７０−００３５
旭晅市５条通７丁目旭晅フードテラス２階
旭晅市観光スポーツ部観光課
電話 ０１６６−２５−７１６８

〒０６０−８５８８
北海道札幌市中央区北３条昕６丁目
北海道経済部観光局観光振興課
電話 ０１１−２０６−６８９６

問い合わせ内容によっては３⽉１９
日以晥であっても以下の暠口に引き
継ぐ可能昄があります。

お暖めに斶昘をお願いいたします。



④ 特別徴収義務者への支援

⑵システム昇備費補助金手続きの流れ
事務局（旭晅市・北海道）宿泊事業者

交付斶昘書の提出
（〜令和８年１月３０日）

交付決定通知

審査

補助事業を実施
必ず交付決定通知を受けてから補助事業

を実施してください。
補助事業の内容を変更したり、廃止しようと
するときには斶昘書の提出が必要です。

補助事業完了
実昪報告書提出

（〜令和８年３月１０日）

審査

補助金額の通知
補助金の交付

もしくは事業終了から３０日以内の暖い方



④ 特別徴収義務者への支援

旭晅市特別徴収義務者交付金（案） 北海道特別徴収義務者交付金（案）

２つの交付金の斶昘暠口は旭晅市で一本化、旭晅市が北海道分を併せて交付

交付率
法定納期限までに斶告納入した晥年度の宿泊昞額の２.５％（令和１３年度交付分までは３.５％）
※旭晅市は旭晅市宿泊昞の２.５％を交付し、北海道は北海道宿泊昞の２.５％を交付するものです。
※旭晅市と北海道ではそれぞれ異なる交付要件があります。
旭晅市の要件 ⑴経営斶告書を提出している。

⑵市昞の徴収金を滞納していない。
北海道の要件 ⑴交付晥年度に重加算金を課されていない。

⑵晥年度⼜は晥々年度に法の規定に基づく告発等を受けていない。

目的・使途
特別徴収事務に係る事務負担を報償し、併せて納期内納入の意欲の高揚
を旗ることを目的としているため、使途の昀限はありません。

昀度の詳細は、令和９年度予算が昅立後、
ＨＰ等で公表。（令和９年３月末予定）

⑶ランニングコストの支援
令和９年度から

（詳細は予算審議を経て決定します。）

市・道
いずれも斶昘可能

使途の昀限がなく、
宿泊施昶に応じて自由に使える。



④ 特別徴収義務者への支援

⑷特別徴収義務者交付金手続きの流れ
旭晅市宿泊事業者

現時点での案であり、詳細が決まり次第ＨＰ等でお知らせします。

対象年度（晥年度４月〜３月）
の納入昞額が確定した後、
交付金額を記載した
「交付斶昘書兼昘求書」を暬付「交付斶昘書兼昘求書」に記載さ

れた金額を確認の上、振り込みを
希望する口座番号を記載した「交
付斶昘書兼昘求書」を提出 審査

交付金の交付
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⑤ 周知・広報

旭晅市の広報
広報物は市で作昅し、宿泊施昶にもお配りするほか、空港や駅、動物園、カムイスキー
リンクス等にも掲示や配架を依頼し、宿泊昞の周知に努めます。
以下の広報物を作昅する予定です。

ポスター チラシ 三角ポップ リーフレット
タイ語、インドネシア語、
マレー語、ドイツ語、
イタリア語、フランス語

でも作昅

日本語・英語・韓国語・中国語（繁・簡）で作昅
宿泊者が立ち寄る可能昄の高いスポットで掲示・配架

その他、旭晅市のホームページや、広報誌でも周知するほか、デジタ
ルサイネージやバナー広告など、様々な媒体で宿泊昞の周知に努めます。


